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「
20
世
紀
巨
匠
の
５
大
連
作
版
画
展

―
ピ
カ
ソ
・
ル
オ
ー
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
・
ミ
ロ
・
デ
ュ
フ
ィ
―

」

四
月
二
十
六
日(

金)

〜
六
月
二
日(

日)
[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

本
展
は
、
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
芸
術
家
五
人
の
優
れ

た
連
作
版
画
を
選
抜
し
、
競
演
形
式
で
展
覧
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
全
作
品
を
、
一
堂
に
鑑
賞
で
き
る
機
会
は
そ

う
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
回
は
版
画
作
品
百
五
十
六
点
に
、
ピ
カ
ソ
と

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
二
十
点
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
が
バ
レ

エ
曲
「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
ー
」
の
舞
台
美
術
と
衣
装
を

担
当
し
た
際
、
特
別
に
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
仕
事
を
撮
影
す
る

許
可
を
得
た
写
真
家
・
イ
ジ
ス
の
関
連
作
品
六
点
も
特
別

陳
列
し
ま
す
。

五
大
巨
匠
が
表
現
す
る
、
個
性
豊
か
な
版
画
の
世
界
を

是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
「
サ
ル
タ
ン
バ
ン
ク
（
旅
芸
人
）」

一
九
〇
四
年
／
一
九
一
三
年
刊
行
　

エ
ッ
チ
ン
グ
・
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
な
ど

全
十
五
点
　
　
限
定
二
百
五
十
部
刷
り

サ
ル
タ
ン
バ
ン
ク
と
は
、
サ
ー
カ
ス
な
ど
に
属
さ
ず
町

か
ら
町
へ
と
転
々
と
し
な
が
ら
街
角
で
軽
業
を
見
せ
て
生

活
す
る
最
下
層
の
芸
人
た
ち
の
こ
と
で
、
ピ
カ
ソ
は
こ
の

サ
ル
タ
ン
バ
ン
ク
や
サ
ー
カ
ス
の
人
々
に
心
惹
か
れ
、

度
々
描
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ピ
カ
ソ
が
パ
リ
に
お
い
て
最
初
に
試
み
た
銅

版
画
で
す
。
繊
細
な
描
線
を
積
み
重
ね
て
微
妙
な
濃
淡
を

作
り
出
し
、
青
の
時
代
の
哀
愁
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

◆
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
「
ミ
ゼ
レ
ー
レ
」

一
九
一
七
〜
一
九
二
七
年
作
／
一
九
四
八
年
刊
行

ア
ク
ア
テ
ィ
ン
ト
・
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト

全
五
十
八
点
　
　
限
定
四
百
二
十
五
部
刷
り

キ
リ
ス
ト
の
生
涯
、
人
間
の
苦
悩
と
希
望
を
モ
ノ
ク
ロ

ー
ム
作
品
五
十
八
点
に
描
き
出
し
、
普
遍
的
な
宗
教
観
に

ま
で
高
め
た
ル
オ
ー
の
崇
高
な
代
表
作
で
す
。

ル
オ
ー
に
と
っ
て
の
白
と
黒
は
、
明
と
暗
で
あ
り
、
光

と
闇
、
善
と
悪
と
い
っ
た
も
の
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
五

十
八
点
の
中
に
十
五
回
登
場
す
る
キ
リ
ス
ト
は
、
人
間
の

苦
悩
の
中
の
光
り
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

◆
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
ー
」

一
九
五
七
〜
一
九
六
〇
／
一
九
六
一
年
刊
行

カ
ラ
ー
リ
ト
グ
ラ
フ

全
四
十
二
点
　
　
限
定
二
百
七
十
部
刷
り

「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
ー
」
は
、
二
〜
三
世
紀
の
作

家
・
ロ
ン
ゴ
ス
が
書
い
た
レ
ス
ボ
ス
島
の
牧
歌
的
恋
愛
物

語
で
、
山
羊
飼
い
の
少
年
・
ダ
フ
ニ
ス
と
羊
飼
い
の
少

女
・
ク
ロ
エ
ー
が
、
エ
ロ
ス
の
神
や
ニ
ン
フ
た
ち
の
加
護

を
受
け
、
様
々
な
障
害
を
乗
り
越
え
真
の
愛
に
包
ま
れ
て

い
く
お
話
し
で
す
。

シ
ャ
ガ
ー
ル
が
、
構
想
か
ら
八
年
の
歳
月
を
費
や
し
、

独
自
の
軽
妙
な
フ
ォ
ル
ム
と
華
麗
な
色
彩
で
夢
幻
的
に
表

現
し
た
名
作
は
、
見
る
も
の
に
爽
や
か
な
風
を
運
ん
で
き

ま
す
。

◆
ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
「
バ
レ
ア
レ
ス
諸
島
の
ユ
ビ
ュ
王
」

一
九
七
一
年

カ
ラ
ー
リ
ト
グ
ラ
フ

全
三
十
一
点
　
　
限
定
百
二
十
部
刷
り

ミ
ロ
は
、
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
の
前
衛
詩
人
、
劇
作
家
の

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ャ
リ
の
「
ユ
ビ
ュ
王
」
に
触
発
さ
れ
、

こ
の
「
ユ
ビ
ュ
王
」
シ
リ
ー
ズ
の
リ
ト
グ
ラ
フ
を
制
作
し

ま
し
た
。

2

平
成
十
四
年
四
月
二
十
六
日
（
金
）
〜

六
月
三
十
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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1957年～1960年
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黒
と
赤
を
中
心
に
、自
由
な
線
描
で
描
か
れ
た
世
界
は
、

ミ
ロ
の
出
身
地
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ

て
き
ま
す
。

◆
ラ
ウ
ル
・
デ
ュ
フ
ィ
「
電
気
の
精
」

一
九
五
三
年

カ
ラ
ー
リ
ト
グ
ラ
フ

全
十
点

デ
ュ
フ
ィ
は
、
一
九
三
七
年
の
パ
リ
万
博
博
覧
会
の
リ

ュ
ミ
エ
ー
ル
（
光
）
館
内
に
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
六

十
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
壁
画
「
電
気
の
精
」
を
制
作
し
、

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
油
彩
に
よ
る
壁
画

を
十
分
の
一
に
縮
小
し
た
版
画
作
品
で
す
。

オ
リ
ン
ポ
ス
の
神
々
か
ら
始
ま
り
、
電
気
・
科
学
の
歴

史
が
軽
妙
な
線
と
透
明
感
の
あ
る
色
彩
に
よ
っ
て
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
画
面
下
部
に
は
、
そ
の
時
代
に
活

躍
し
た
哲
学
者
や
科
学
者
・
詩
人
な
ど
百
十
人
も
描
か
れ

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
作
品
で
す
。

「
第
58
回
現
代
美
術
展
　
七
尾
展
」

六
月
七
日
（
金
）
〜
三
十
日
（
日
）

◆◆◆◆
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
・・・・
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

「
現
代
美
術
展
」
は
石
川
県
下
で
最
大
規
模
を
誇
る
公

募
展
で
す
。
そ
の
歴
史
も
古
く
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二

十
年
十
月
に
「
美
術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日
本
建
設
へ

の
寄
与
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
記
念
す
べ
き
第
一
回
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
毎
年
継
続
さ
れ
今
回
で
五
十
八

回
目
と
な
り
ま
す
。

七
尾
展
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
の
第
二
回

展
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
平
成
七
年
四
月
の
当
美
術
館
開

館
以
後
は
能
登
地
方
関
連
作
家
作
品
を
中
心
に
、「
現
代

美
術
展
」
の
地
方
展
と
い
う
形
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。当

展
は
県
内
在
住
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間

国
宝
）
を
筆
頭
と
す
る
現
代
の
美
術
界
を
牽
引
す
る
作
家

作
品
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
更
な
る
制
作
活
動
を
し
て
い

こ
う
と
い
う
新
進
気
鋭
の
作
家
ま
で
、
幅
広
い
層
か
ら
千

点
に
も
及
ぶ
作
品
が
出
品
・
応
募
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

入
選
率
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
厳
し
い
審
査
を
経
て
入

選
作
品
が
選
抜
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
作
品
を
一
堂
に
観
賞
で
き
る
機
会
は
貴
重

で
あ
り
、
石
川
県
に
お
け
る
現
代
美
術
の
流
れ
を
展
観
す

る
絶
好
の
機
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

七
尾
展
で
は
「
現
代
美
術
展
」
入
選
作
品
の
中
か
ら
、

能
登
地
区
（
押
水
町
以
北
）
在
住
者
の
作
品
、
最
高
賞
・

次
賞
・
委
嘱
賞
受
賞
作
品
、
能
登
地
区
在
住
お
よ
び
出
身

委
嘱
作
家
作
品
、
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員

の
作
品
を
選
抜
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・

写
真
の
六
部
門
で
約
二
百
点
を
展
示
予
定
で
す
。

主
催
（
予
定
）

財
団
法
人
七
尾
美
術
館

財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会

北
國
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
金
沢
・

ラ
ジ
オ
な
な
お

後
援
（
予
定
）

能
登
地
区
各
市
町
村
教
育
委
員
会

3
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4

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

四
月
十
四
日
（
日
）

開
　
場
　
十
二
時
三
十
分
〜

開
　
演
　
午
後
一
時
〜

歌
あ
そ
び
の
中
の
、母
と
子
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
語
ら
い
、

仲
良
く
連
弾
す
る
和
や
か
さ
、
曲
の
中
に
と
け
こ
も
う
と

練
習
す
る
目
の
輝
き
、
そ
れ
ぞ
れ
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
今
年
の
試
み
と
し
て
、
ピ
ア
ノ
・
大
正
琴
・
三
味

線
・
尺
八
・
詩
吟
と
の
合
同
演
奏
を
通
し
て
、
日
本
音
楽

の
も
つ
味
わ
い
を
楽
し
み
、
二
才
か
ら
八
十
四
才
の
幅
広

い
世
代
の
中
で
、
音
楽
を
生
活
の
中
に
生
か
し
た
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

ひ
び
き
会
・
琴
絵
会
・
洋
三
会

後
　
援

北
國
新
聞
社
・
ラ
ジ
オ
な
な
お

連
絡
先

川
崎
幸
子

〇
七
六
七
―
五
二
―
四
六
五
七

ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

五
月
二
十
六
日
（
日
）

開
　
場
　
午
後
二
時
三
十
分
〜

開
　
演
　
午
後
三
時
〜

片
岡
美
由
紀
、
勝
尾
美
智
子
、
平
野
千
恵
、
前
田
牧
子
、

宮
川
典
子
、
谷
内
仁
美
門
下
生
に
よ
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
と

ピ
ア
ノ
の
発
表
会
で
す
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

cresc.C

（
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
･
ク
ラ
ブ
）

後
　
援

ミ
ヤ
コ
音
楽
堂

連
絡
先

平
野
千
恵

〇
七
六
七
―
六
二
―
二
〇
六
三

柿
島
ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会

六
月
二
日
（
日
）

開
　
場
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

開
　
演
　
午
後
二
時
〜

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
！
緊
張
は
し

て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
普
段
の
元
気
な
姿
を
本
番
で
も
お

見
せ
で
き
る
よ
う
な
発
表
会
に
し
た
い
で
す
。

入
場
料

無
　
料

主
　
催

柿
島
ピ
ア
ノ
教
室

連
絡
先

柿
島
秀
吉

〇
七
六
七
―
六
二
―
二
九
一
四

■
映
画
上
映
会
■
【
入
場
無
料
】

四
月
十
三
日
（
土
）

「
日
本
の
書
」（
二
十
分
）

四
月
二
十
七
日
（
土
）
・
五
月
十
一
日
（
土
）
・
二
十
五
日
（
土
）

「
彫
る
―
棟
方
志
巧
の
世
界
―
」（
四
十
分
）

ま
た
は
「
東
海
道
五
十
三
次
」（
三
十
分
）

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

★
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
よ
！
」
★

内
　
容

い
ろ
い
ろ
な
色
の
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使
っ
て

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
作
り
ま
す
。
で
き
た
カ
ー
ド
は
、
持

っ
て
帰
っ
て
友
達
に
郵
便
で
出
し
た
り
、

持
っ
て
帰
ら
な
い
場
合
は
休
憩
コ
ー
ナ
ー

な
ど
に
展
示
し
ま
す
。

日
　
時

「
二
十
世
紀
巨
匠
の
五
大
連
作
版
画
展
」

会
期
中
随
時
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）

会
　
場

一
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー

参
加
費

無
料
　
※
高
校
生
以
上
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

★
「
子
ど
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
誕
生

」
★

内
　
容

作
家
の
先
生
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
木
彫
や
木
工
制
作
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
！

夏
休
み
の
宿
題
も
こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
！

日
　
時

七
月
二
十
三
日
（
火
）
〜
二
十
八
日
（
日
）

の
予
定

会
　
場

美
術
館
前
　
芸
術
と
や
す
ら
ぎ
の
広
場

講
　
師

工
芸
家
・
瀧
川
千
春

先
生

参
加
費

無
料
　
※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
　
象

小
学
校
高
学
年

定
　
員

二
十
名

二
十
三
回
等
伯
会
定
期
総
会

四
月
十
三
日
（
土
）

開
　
会
　
午
後
一
時
〜

平
成
十
四
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
を
話
し

合
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
に
て
今
年
度
の
等
伯
会
会

員
を
受
付
い
た
し
ま
す
（
年
会
費
三
千
円
）。
会
員

の
方
に
は
長
谷
川
等
伯
色
紙
（
今
年
度
は
「
牧
馬
図

屏
風
」）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

主
　
催

等
伯
会

後
　
援

七
尾
市
・
七
尾
市
教
育
委
員
会

連
絡
先

等
伯
会
　
事
務
局
（
七
尾
美
術
館
内
）

〇
七
六
七
―
五
三
―
一
五
〇
〇
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平
成
十
三
年
に
、
新
し
く
当
美
術
館
所
蔵
品
に
な
っ

た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

・
日
本
画
『
静
夜
芳
香
』

水
道
秋
聖

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
制
作

第
42
回
創
造
展
出
品

・
日
本
画
『
朔
風
能
登
』

水
道
秋
聖

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
制
作

第
43
回
創
造
展
出
品

※
水
道
久
子
氏
よ
り
寄
贈

・
油
彩
画
『
春
の
塔
』

成
之
坊
良
輔

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
制
作

第
86
回
光
風
会
展
出
品

※
成
之
坊
良
輔
氏
よ
り
寄
贈

・
油
彩
画
『
見
透
せ
ぬ
窓
』

前
田
さ
な
み

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
制
作

第
69
回
独
立
展
出
品

※
前
田
さ
な
み
氏
よ
り
寄
贈

・
油
彩
画
『
生
き
る
湿
地
』

角
　
昭
三

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
制
作

第
55
回
二
紀
展
出
品

※
角
　
昭
三
氏
よ
り
寄
贈

・
彫
　
刻
『
と
　
り
』

中
山
　
実

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
制
作

第
31
回
日
展
出
品※

中
山
　
実
氏
よ
り
寄
贈

・
陶
磁
器
『
風
　
車
』

向
瀬
孝
之

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
制
作

第
12
回
日
本
新
工
芸
展
出
品

※
向
瀬
孝
之
氏
よ
り
寄
贈

新
収
蔵
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
「
所
蔵
品
展
」

な
ど
で
順
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、具
体
的
な
展
示
期
間
な
ど
に
関
し
ま
し
て
は
、

美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「静夜芳香」水道秋聖

「朔風能登」水道秋聖

「生きる湿地」角　昭三

「見透せぬ窓」前田さなみ

「風　車」向瀬孝之

「春の塔」成之坊良輔 「とり」中山　実
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去
る
、
平
成
十
三
年
六
月
十
六
日
か
ら
同
七
月
二
十
九

日
ま
で
、
ス
イ
ス
連
邦
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
リ
ー
ト
ベ
ル

グ
美
術
館
に
お
い
て
、
特
別
展
「
長
谷
川
等
伯
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ト
ベ
ル
グ
美
術
館
で
は
、
日
本
の
美
術
お
よ
び
文

化
を
紹
介
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
五
年
に
特
別

展
「
禅
」
が
開
催
さ
れ
、
大
変
な
好
評
を
得
ま
し
た
。
こ

の
「
等
伯
展
」
は
そ
れ
に
続
く
も
の
で
、
桃
山
時
代
の
巨

匠
・
長
谷
川
等
伯
の
秀
作
を
一
堂
に
展
覧
し
、
そ
の
画
業

を
通
し
て
日
本
の
美
術
及
び
文
化
を
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
々
に
広
く
伝
え
る
た
め
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
裏
側
に
は
、
等
伯
に
魅
せ
ら
れ
「
絶
対
に
、

ス
イ
ス
の
人
た
ち
に
も
等
伯
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
見
て

ほ
し
い
。」
と
強
い
意
志
と
情
熱
を
持
っ
て
説
得
し
続
け

た
担
当
者
の
熱
意
が
あ
っ
た
の
で
す
。

担
当
者
の
カ
タ
リ
ー
ナ
・
エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
女
史
が
、
等

伯
の
郷
里
に
あ
る
こ
の
七
尾
美
術
館
を
訪
れ
た
の
は
、
平

成
十
年
の
九
月
の
こ
と
で
し
た
。
等
伯
研
究
で
知
ら
れ
る

故
山
根
有
三
氏
が
理
事
を
務
め
ら
れ
て
い
た
出
光
美
術
館

に
、
調
査
・
研
究
の
た
め
来
日
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
、

ち
ょ
う
ど
当
館
の
「
長
谷
川
等
伯
展
―
仏
画
か
ら
水
墨
画

ま
で
―
」
に
あ
わ
せ
て
来
館
さ
れ
た
の
で
す
。

彼
女
は
、
何
時
間
も
展
示
室
で
作
品
と
向
か
い
合
い
、

私
た
ち
は
等
伯
に
つ
い
て
の
様
々
な
事
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。
は
じ
め
て
会
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
に

と
て
も
共
感
す
る
何
か
を
感
じ
取
り
、
時
間
が
許
す
限
り

話
し
続
け
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼
女
の
大
変
な
夢
を
始
め

て
聞
か
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
彼
女
が
在
籍
す
る
リ
ー
ト

ベ
ル
グ
美
術
館
で
の
「
等
伯
展
」
の
企
画
で
し
た
。
そ
の

内
容
た
る
や
大
変
な
も
の
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
水
墨
画

の
頂
点
、
国
宝
「
松
林
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

か
ら
、
殆
ど
の
重
要
文
化
財
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
実

の
と
こ
ろ
、
そ
の
時
の
正
直
な
感
想
は
、「
こ
れ
は
と
て

も
無
理
で
は
な
い
か
…
」
で
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
熱

意
は
大
変
な
も
の
で
、
彼
女
の
中
に
は
微
塵
も
「
無
理
」

と
い
う
言
葉
は
な
く
、
私
も
最
後
に
は
「
彼
女
な
ら
出
来

る
か
も
知
れ
な
い
。」
と
思
い
直
し
、
実
現
す
る
事
を
心

か
ら
祈
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
現
実
は
厳
し
く
、

ま
ず
錚
錚
た
る
文
化
財
を
出
品
す
る
に
は
国
の
協
力
な
く

し
て
は
不
可
能
で
、
更
に
大
変
な
経
費
を
補
助
し
て
く
れ

る
ス
ポ
ン
サ
ー
も
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
目
の

前
の
現
状
を
見
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
は
諦
め
て
し

ま
う
で
し
ょ
う
。
で
も
、
彼
女
は
益
々
積
極
的
に
足
を
運

び
、
交
渉
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
平

成
十
二
年
に
は
実
現
化
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
主
催
は
リ

ー
ト
ベ
ル
グ
美
術
館
・
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博

物
館
・
国
際
交
流
基
金
に
決
定
し
、
正
式
な
出
品
依
頼
が

来
た
の
で
す
。

展
覧
会
は
二
部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
第
一
部
で
は
等

伯
の
若
年
期
に
焦
点
を
あ
て
、
仏
画
と
肖
像
画
を
描
く
画

家
か
ら
、
襖
や
屏
風
に
水
墨
山
水
を
描
く
画
家
へ
と
転
身

を
遂
げ
る
さ
ま
を
示
し
、
第
二
部
で
は
等
伯
の
水
墨
画
に

よ
っ
て
、
閑
寂
な
空
間
を
構
成
し
、
寺
院
の
内
部
空
間
の

雰
囲
気
を
も
汲
み
取
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
し

た
。
当
館
か
ら
は
寄
託
作
品
の
「
海
棠
に
雀
図
」（
安
来

家
蔵
）、
他
に
石
川
県
か
ら
「
十
二
天
図
」（
正
覚
院
蔵
）

と
「
十
六
羅
漢
図
」（
霊
泉
寺
蔵
）
が
第
一
部
に
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
会
期
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
か
ら
、
ま
た

ア
メ
リ
カ
か
ら
も
研
究
者
や
に
日
本
美
術
愛
好
家
が
訪

れ
、
今
ま
で
に
な
い
大
盛
況
の
内
に
展
覧
会
は
終
了
し
ま

し
た
。
彼
女
は
、
こ
の
等
伯
研
究
に
お
い
て
論
文
を
発
表

し
、
博
士
号
を
修
得
し
ま
し
た
。

等
伯
の
郷
里
に
あ
る
七
尾
美
術
館
と
し
て
は
、
本
当
に

う
れ
し
い
出
来
事
で
し
た
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
う
ら
や

ま
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
彼
女
の
努
力
と
熱
意
を
見
習
っ

て
、
私
共
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
、
展
覧
会
報
告
は
終
わ
る
わ
け
で
す
が
、
実
は
こ
こ

か
ら
ま
だ
続
き
が
あ
る
の
で
す
。
展
覧
会
が
終
了
し
て
落

ち
着
い
た
頃
、
エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
女
史
か
ら
国
際
電
話
が
は 「長谷川等伯展」（リートベルグ美術館）展示室風景

「長谷川等伯展」（リートベルグ美術館）
パンフレット表紙
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い
っ
た
の
で
す
。
内
容
は
、
等
伯
展
を
鑑
賞
し
た
リ
ー
ト

ベ
ル
グ
美
術
館
友
の
会
の
方
々
が
と
て
も
感
動
し
、
是
非

等
伯
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
、
活
躍
し
た
場
所
を
訪
れ
た
い

と
の
事
で
、
十
一
月
に
日
本
へ
、
そ
し
て
こ
の
七
尾
へ
来

ら
れ
る
と
の
事
で
し
た
。
思
わ
ず
「
え
ー
っ
本
当
？
」
と

叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
と
言
う
の
も
、
当
然
私
た
ち
も

リ
ー
ト
ベ
ル
グ
美
術
館
で
「
等
伯
展
」
を
見
た
か
っ
た
の

で
す
が
、い
ざ
行
く
と
な
る
と
様
々
な
理
由
か
ら
難
し
く
、

行
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
リ

ー
ト
ベ
ル
グ
友
の
会
の
方
々
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
定
員
の
二
十
名
に
対
し
て
ほ
ぼ
倍
の
応
募
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
の
熱
心
さ
に
は
、
本
当
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。

一
行
は
、
京
都
で
本
法
寺
な
ど
を
訪
問
さ
れ
た
後
、
十

一
月
十
六
日
の
お
昼
過
ぎ
に
七
尾
へ
到
着
し
ま
し
た
。
そ

の
ま
ま
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
等
伯
の
生
家
・
奥
村
家
の
菩

提
寺
で
あ
る
本
延
寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。
本
延
寺
で
は
、

お
茶
席
を
用
意
し
て
皆
さ
ん
を
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

正
座
に
慣
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、「
も

う
一
服
い
か
が
で
す
か
？
」
の
問
い
に
数
人
の
方
が
手
を

揚
げ
ら
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ご
住
職
の
案
内
で
信
春
（
等
伯
）
彩
色
の
「
日
蓮
聖
人
像
」

と
、
長
谷
川
等
誉
筆
の
「
涅
槃
図
」
を
拝
見
、
お
話
し
を

興
味
深
く
お
聞
き
し
た
後
お
礼
を
申
し
上
げ
、
一
行
は
七

尾
美
術
館
へ
移
動
し
ま
し
た
。

美
術
館
で
は
、
調
査
・
研
究
の
一
環
と
し
て
信
春
筆

「
達
磨
図
」（
龍
門
寺
蔵
）
と
「
愛
宕
権
現
図
」
を
特
別
閲

覧
し
、エ
ッ
プ
レ
ヒ
ト
女
史
の
説
明
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

友
の
会
の
方
々
か
ら
は
、
等
伯
作
品
の
表
面
的
な
こ
と
よ

り
も
、
精
神
性
に
お
け
る
質
問
や
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、

そ
の
認
識
の
高
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
等
伯
会
の
ご
好
意
で
全
員
に
「
達
磨
図
」
の
色

紙
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
等
伯
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
番
組
を
鑑
賞
し
た
後
、
一
行
は
別
れ
を
惜
し
ん
で
輪

島
へ
と
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
輪
島
塗
の
見
学
、
羽
咋
の
妙
成
寺
様
の
お

計
ら
い
で
、
信
春
三
十
歳
筆
の
「
涅
槃
図
」
を
鑑
賞
後
、

等
伯
の
代
表
作
・
国
宝
「
松
林
図
屏
風
」
の
風
景
と
言
わ

れ
る
松
林
を
見
な
が
ら
金
沢
へ
移
動
、
修
復
工
房
な
ど
を

見
学
の
後
、
石
川
県
を
出
て
東
京
へ
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
等
伯
へ
の
注
目
は
目
覚
し
く
、
連
日
の
よ
う
に

Ｔ
Ｖ
や
新
聞
・
雑
誌
で
特
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
七
尾

に
生
ま
れ
育
っ
た
、
桃
山
時
代
の
巨
匠
「
長
谷
川
等
伯
」。

こ
の
先
も
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
画
家
か
ら
、
世
界
の

人
々
が
知
る
等
伯
へ
と
益
々
の
飛
躍
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
三
回
　
石
川
県
七
尾
美
術
館

「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」
の
ご
案
内

い
よ
い
よ
春
で
す
ね
。
な
ん
だ
か
、「
ど
こ
か
へ

行
っ
て
み
た
い
…
」
気
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
こ
で
、
友
の
会
会
員
の
皆
様
お
待
ち
か
ね
（
？
）

「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」
の
お
知
ら
せ
で
す
。

今
年
は
、
こ
の
四
月
に
新
し
く
開
館
の
「
石
川
県

加
賀
九
谷
焼
美
術
館
」
を
中
心
に
加
賀
方
面
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
加
賀
市
は
美
術
館
・
博
物
館
施
設
が

充
実
し
て
お
り
、
楽
し
い
旅
行
に
な
り
そ
う
で
す
。

皆
様
か
ら
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

◆
日
　
　
　
程

六
月
十
六
日
（
日
）

◆
見
学
予
定
地

石
川
県
加
賀
九
谷
焼
美
術
館

ほ
か
加
賀
方
面

◆
参
　
加
　
費

五
、
〇
〇
〇
円

（
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
六
、
〇
〇
〇
円
）

◆
募
集
定
員

先
着
四
十
五
名

（
対
象
は
原
則
と
し
て
成
人
）

◆
お
申
込
み
方
法

参
加
ご
希
望
の
方

は
、
五
月
一
日
（
水
）

以
降
に
参
加
費
を
添
え

て
当
館
受
付
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い

参
加
者
大
募
集
！
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リートベルグ美術館の担当学芸員・カタリーナ・エップレヒト女史の解説に聞き入る友の会の御一行様
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〒926-0855 石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500／FAX(0767)53-6262
http://www.city.nanao.ishikawa.jp/nanabi

石川県七尾美術館だより 第29号（春号）

◆第１・２展示室 長谷川等伯シリーズ「長谷川等伯展｣
－妙蓮寺の長谷川派と若き日の等伯－

当館では、桃山時代に京都で活躍した画人・長谷川等伯の郷里に
ある美術館として、平成８年度より毎年「長谷川等伯シリーズ」展
を開催しています。
等伯は晩年、長谷川一派を率いて大寺院内障屏画などを手掛けて

おり、等伯を語る時には長谷川派全体を見ることも重要といえます。
そこで本年は、去年に引き続き一派による寺院内障屏画を、また、
今年の干支にちなんで「馬」を描いた若き日の等伯作品などを紹介
します。

8月24日（土）～9月23日（月・祝）

交通案内
車…………金沢より能登有料道路

利用約１時間30分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒歩………JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約６分

（4月～6月）

◆4月　1、8、15～25

◆5月　無休

◆6月　3～6、10、17、24

◎次号・第30号（夏号）は７月６日発行予定です。

◆第１・２展示室
第17回海の祭典「夏の選抜展」

―池田コレクションを中心に―・―静と動の表現―

恒例の夏期所蔵品展です。今回は「池田コレクションを中心に」
「静と動の表現」の２テーマで、当館の所蔵品を中心に各ジャンルの
作品を展示・紹介します。

7月6日（土）～8月18日（日）

「鯉図」福田平八郎

「牧馬図屏風」長谷川信春（等伯）
６曲１双（内右隻部分）東京国立博物館蔵
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